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研究成果の概要（和文）：　本研究は，2型糖尿病患者の部分床義歯装着後の歯周組織の経時的変化を多角的に
評価することで，長期的予後を含めた治療指針を導き出すことを目的とした．2型糖尿病の患者群の支台歯は健
常群と変わらず良好な生存率を示した．一方で，歯槽骨評価では，歯周安定期治療下でも2型糖尿病患者の義歯
床下歯槽骨の頂部に骨密度および骨レベルの減少が確認された．骨動態に関してさらなる基礎研究が必要である
ものの，2型糖尿病患者でも適切な管理のもとであれば長期的な支台歯の維持が可能であるという示唆を導い
た．また，採集したデータでCox回帰分析を行い，部分床義歯支台歯の長期生存に関する予測因子の解析を実施
した．

研究成果の概要（英文）：This study aimed to evaluate the abutment survivals and surrounding 
periodontal tissues of removable partial dentures (RPDs) in patients with type 2 diabetes mellitus 
(T2DM). Regardless of T2DM, RPDs with rigid retainers and major connectors could prevent the 
progression of periodontal disease, and successfully maintained most of the abutment teeth during 
5-years SPT. However, T2DM may be significantly associated with the loss of bone height reduction 
and density on the side of the denture base area. Further basic research on bone dynamics under 
denture base was considered necessary. In addition, the impact of the other factors on the long-term
 survival of abutment teeth was estimated using a multivariate Cox regression model considering 
multicollinearity.

研究分野： 歯科補綴学

キーワード： 部分床義歯　2型糖尿病

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　超高齢社会において全身疾患を有する患者の割合は年々増加しているが，そのような患者へ提供できる補綴治
療のエビデンスはまだ少ない．本課題で得られた知見は，現在国内で増加している2型糖尿病患者の補綴治療の
方針立案時のエビデンスを提供するものであり，将来的に有病者の補綴指針の一助になる可能性がある．
また採集したデータによる回帰分析から導いた支台歯の長期生存に関する予測因子は，補綴装置設置後の効果的
で安全性の高い治療方針を担保するための重要な情報となり，高齢者を中心とした多くの国民に安全な医療と口
腔の健康増進をもたらすと考える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
超高齢社会において全身疾患を有する患者の割合は年々増加しているが，そのような患者へ

提供できる補綴治療のエビデンスはまだ少ない．2 型糖尿病は代表的な生活習慣病であり，歯科
治療においても易感染性やその合併症から惹き起こされる骨代謝異常が懸念されている．しか
しながら，糖尿病に罹患した部分歯列欠損患者に対する可撤性補綴治療の残存歯への影響は明
らかではないため，個々の歯科医師の判断，患者の希望で補綴治療が選択されているのが現状で
あり，歯周組織への影響や長期予後を考慮した治療の指針というのはいまだ確立されてない．咬
合回復および残存歯保護の立場から補綴主導で検討することにより，糖尿病罹患者に対する効
果的で安全性の高い補綴治療提供のための根拠となる情報が必要ではないかと考えた． 
 
２．研究の目的 
本研究は，部分床義歯装着後の歯周組織の経時的変化を多角的に評価することで２型糖尿病

が及ぼす支台歯および周辺歯周組織への影響を明らかにし，２型糖尿病罹患者に対する長期予
後を含めた治療指針を導き出すことを目的とした． 
 
３．研究の方法 
１）2型糖尿病患者の支台歯評価 
補綴専門医の指導のもとに部分床義歯を製作し，半年に 1 回以上のメインテナンスを行って

きた 235 名の患者データを使用した．2型糖尿病の罹患群と非罹患（健常）群の２つの群に分け，
義歯装着時であるベースライン時と歯周安定期療法 (SPT) 中の 5年経過時における支台歯の歯
周組織評価とエックス線写真による歯槽骨の辺縁高さおよび骨密度の評価を行った．さらに糖
尿病罹患の有無が 5年時点の支台歯の生存率に影響するかどうか分析を行った． 
 
２）支台歯の長期予後に関連する因子探索 
超高齢社会を見据えて，部分床義歯の支台歯の長期予後に対するリスク因子を検討した．支台

歯の長期予後には，時間とともにさまざまな交絡因子が加わってくる．そこで，部分床義歯装着
者の 442 本の支台歯に対して 10 年生存率を調査した．その後，複数の因子に関する Cox 回帰
分析を実施した．因子としては，予備解析で得られる従来の交絡因子のほかに，エックス線画像
から得られるベースラインから 5 年経過時点までの歯冠歯根比の変化と歯槽骨の骨密度変化を
数値化して加えた． 
 
４．研究成果 
１）2型糖尿病患者の支台歯評価 
  
糖尿病群の 5 年支台歯生存率は

94.2％と，健常群（95.2％）と変わ
らず良好な結果を示した（表１）．
両群に有意な差は認められなかっ
た． 
また歯周組織変化は，糖尿病群と
健常群で動揺度および BOP に関し
ては有意な変化を認めなかった．
義歯床側のセメントエナメル境-
骨骨頂距離（CEJ-BCL）は初診時で
は両群に有意な差を認めなかった
ものの，5年経過時において両群で
有意な差を認めた． 

次に各群においてベースライン
時と 5 年時点での変化に着目する
と，こちらも動揺度および BOP に
関しては有意な変化を認めなかっ
た．義歯床側の CEJ-BCL は健常群
では初診時と 5 年経過時点の間で
有意な差を認めなかったものの，
糖尿病群では初診時と 5 年経過時
点で有意な差を認めた．糖尿病群
では 5 年の間で支台歯周囲の骨レ
ベルの減少が示唆された． 
 表 1. 両群の歯周組織の経時変化および支台歯生存率 



一方，歯槽骨評価で
はSPT下でも5年後の
2 型糖尿病患者の義歯
床下歯槽骨頂部に骨
密度の有意な減少が
確認された（図１）． 
 
 

義歯床下の骨動態
に関してさらなる基
礎研究が必要である
ものの，2 型糖尿病患
者でも適切な管理の
もとであれば長期的
な支台歯の維持保存
が可能であるという
臨床的示唆を導いた．
また2型糖尿病患者で
は，定期的なメインテ
ナンスを行っていて
も支台歯の義歯床側歯槽骨の骨レベルの減少および骨密度低下をもたらす可能性があるため，
定期受診の義歯確認時には注意する必要があると考えられた． 
 
 
２）支台歯の長期予後に関連する因子探索 
定期メインテナンスに応じるコンプライアンスの良い集団であることもあり，支台歯の 10 年

生存率は，86.7％と非常に好成績であった．予備解析として行った探索的因子分析では，2型糖
尿病はリスクには含まれなかった． 
 

予備解析でリスクと導かれた因
子（年齢，アイヒナー分類，動揺度，
失活歯の４因子）および画像から
数値化した歯冠歯根比変化量と歯
槽骨密度変化量を含めた生存時間
分析を行ったところ，失活歯であ
ることに加えて，歯冠歯根比の変
化と歯槽骨密度変化が支台歯の喪
失と有意に関連した（表２）． 
SPT 受診時に撮影されたエックス
線写真からわかる歯冠歯根比は支
台歯の長期生存を予測するのに役
立ち，部分床義歯装着後の定期メ
インテナンスでは，支台歯の歯冠
歯根比を悪化させないよう心がけ
ることが重要であることが示唆さ
れた． 
 
 
 
 

図 1. 歯槽骨密度のサブトラクション画像評価 

表 2. 各因子の生存リスク解析 
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